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Abstract
　 Data−processing　is　critical　to　improving　both　the　plasma　diagnostic　capabilities　and 　the　experimental −

data　management 　of　laser−fusion　experirnents ．　Examplcs　are 　given　of 　 a　technique　that　uses 　data　proces −

sing 　for　high　 resolution 　diagnostics．　The 　data　 acquisition 　system 　and 　experimental 　database　system 　 at

the　Institute　of　Laser　Engineering，　Osaka　University　are　briefly　described．
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4．4．1　 は じめに

　 レ
ーザ ーを用 い た慣性閉 じ込 め 爆縮 核融合 実 験 は，大

阪大学 レーザ
ー
核融合研究セ ン タ

ー
の ガ ラ ス ・レ

ー
ザ
ー

激光 XII 号や ， 米 国 ロ ーレ ン ス ・リバ モ ア 国立研 究 所の

NOVA レ
ーザ ー，ロ チ ェ ス ター大 学 レ

ーザー・エ ネ ル

ギー研究所 の OMEGA レ
ー

ザ
ー，フ ラ ン ス の リ メ イユ

研究所 の PHEBUS レ ーザー等 で 行わ れ て い る．燃料 プ

ラ ズマ の 10keV 程度 まで の 加 熱 ［1］と固 体密 度 の 魏 00

倍 ま での 圧 縮 ［2］は すで に 達成 さ れ て お り，現在 は 核 融

合 点 火 ・燃 焼 と高利 得 ターゲ ッ ト爆縮 の 実 現 に向け た研

究が展開 され て い る．

　 レ
ー

ザ
ー
核融合実験 の 特徴 は，計測対象 と して の プ ラ

ズ マ が〔1）空 間 的 ス ケ
ー

ル が 10 ミ ク ロ ン
〜

数 ミ リ メ
ー

トル

と小 さい こ と，（2＞時 間 的 ス ケール が 数
一
トピ コ 秒か ら数 ナ

ノ秒 と非常 に 高速 で ある こ と，さ らに（3げ ラ ズ マ 密度が

固体密度 の 1 〜1000 倍程度の 超 高密 度 と な る こ とで あ

る．こ れ ら はい ずれ も プ ラ ズ マ 計測技術 に 対 し，非常 に

高い 空 間分解能 （数 ミ ク ロ ン程度），時間分 解能 （数 ピ

コ 秒 程 度 ） を要 求 し，な お か つ 高オパ シ テ ィ の ため 圧 縮

さ れ た プ ラ ズマ の 中身が 見え な い とい う厳 しい 条件 を与

える，

　こ の よ うな条件下 で の 測 定に お い て は，デ
ー

タ 処 理 を

効果 的 に用 い れ ば，計測 上 の 困 難を排 した上 で 必 要 な分

解能 を得 る こ とが で きる 場合 が ある ．例 え ば，直接 に 高

空 間分解 ・高時間 分解 結像 す る こ とが むずか しい 場合 で

も ， 変 則 的 で あ る が 技術 的 に は容 易 な結像法で デ
ータ取

得後，デ
ータ処理 に よ り画像再生 を行 い 高空 間分解 ・高

時 閭分解画 像が 得 られ る 場合が ある ．こ れ ら の デ
ー

タ処

理 の 応 用 に よ り，高 密 度に圧 縮 さ れ た燃 料 プ ラ ズ マ の 時

間的 ・空 間的構 造 と，核 融 合 反応 を 含む燃料 プ ラ ズ マ 性
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講 　 　座 4．4　レ
ー

ザ
ー
核融合で の デ ータ 処理

能 に 関す る 実験 デ
ー

タ を得 る こ と が で き る．

　 レ
ー
ザ
ー
核融合実験 の もうひ とつ の 特徴 は，現状 で は

そ れが 1 シ ョ ッ ト・ベ ー
ス の 実験 で あ る こ とで あ る．各

研 究 機 関で は主 に 冷却の 遅 い ガ ラ ス ・レ ーザーが用 い ら

れ て い る た め ，爆縮 実験 の シ ョ ッ ト間隔 は数十 分〜数時

間，1 日あ た りの シ ョ ッ ト数 は数 シ ョ ッ トか らせ い ぜ い

10シ ョ ッ ト程度で あ る．した が っ て ， す べ て の 計測 デ
ー

タ （レ
ー

ザ
ー・デ

ー
タ ， ターゲ ッ ト ・

デ
ータ，プ ラ ズマ ・

データ〉を 1シ ョ ッ ト毎 に ま とめ て デ
ー

タ 収集 ・保管 し，
こ れ に 数10人の 研 究者が ア クセ ス して デ

ータ解析 を行 う

研究形態 と な る．そ の た め，計算機 に よる 総合的デ ータ

収集 シス テ ム と，結果 を集約 しネ ッ トワ
ーク上 で ア クセ

ス で きる 実験 データベ ース ・シス テ ム が 必 要 と な る．

　本稿 で は，大 阪 大 学 レーザ ー
核融 合研究セ ン タ

ー
にお

け る デ
ータ収 集 シ ス テ ム，デ

ー
タ 処理 を用 い た 高 分 解 計

測 の 例，お よ び実験 データベ ース ・シ ス テ ム に つ い て 概

説す る．

4．4．2　レーザ ー核融合実験 に おけるデー
タ収集

　大阪大学 レ ーザー
核融 合 セ ン タ

ー
で は 激光 XII号 ガ ラ

ス ・
レ
ーザ ー・シ ス テ ム ［3］を用 い て 慣 性 核 融 合 の 実 験

を行 っ て い る．慣 性 核 融 合実験 は，直径数 100ミ ク ロ ン

か ら数 ミ リ メ ートル の 重水素や 三 重水素を燃料 と したペ

レ ッ ト・
タ
ーゲ ッ トに 強力な レーザー光 や粒 子 ビ ーム を

白神

均
一

に照 射 し， ターゲ ッ トを爆縮 し核融合反 応を起 こ さ

せ る．爆縮 され た燃料 か ら発生す る数 keV 以 ヒの X 線，

核融合反応に よ り生 成 され た 中性 子 や α 粒子 を計測 し，

爆縮プ ラズ マ の 診 断 をす る こ とが 核融合研究 に と っ て 重

要 で あ る．こ れ らの 計測器をコ ン ピ ュ
ータ を介 して ネ ッ

トワ
ー

ク に 接続 し，計測器操作 ・データ収集の 効率化を

は か っ て い る．

　近年，パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ー
タ や ワ

ー
クス テ

ー
シ ョ ン

な どの 性能向上 等で 計算機 を と りま く環境が 大 き く変化

し，異機種 聞 の データ交換が 増えて きた．また ， 画像 デー

タ の 大 容量 化等 に よ りデ
ー

タ 転送技術 が 必 要 とな っ た．

例えば X 線 ス トリーク ・カメ ラ な どの 計測器で は 1枚 の

画像 デ
ータは 約 1 〜4MB 程 の 容量 と な る．そ こ で 199G

年 よ りホ ス ト・コ ン ピ ュ
ータ ／ ワ

ーク ス テ
ー

シ ョ ン ／

パ ー
ソ ナ ル コ ン ピュ

ータ をイーサ ネ ッ トで 接続 し，ネ ッ

トワ
ー

ク 化 を行 っ た （Fig．1｝．また，ゲートウ ェ イ を接

続 し ， 異機種聞の 接続 や，プ リ ン タ共有等 も行 え る よ う

に して あ る，

　爆縮実験 で は放射線 が発生 す る た め 実験 時 に は実 験 室

か ら退 避 して 被爆 を 防 ［ヒす る必 要 が ある．こ の ため ，ネ

ッ ト ワ
ー

ク に よ り計測 室 か ら実験室の 計測器を遠隔 操作

で きる よ うに して い る ．最近 で は種 々 の遠 隔 操作 ソ フ ト

が発売 され て い る が，我 々 は Timbuktu　Pro （Farallon

製） とい うリモ ート ・コ ン トロ ー
ル ・ソ フ トで こ れ を実

［illl］
Laser ＆ target　 monltors 　i

■

躑

CCD −TA

CCD −PトIC Activation　　CR −39
　 　 　 （Proton　ヒrack ）

NE−102APILO
丁一UTOF

X−PHC 　　　Calorimeters　 Streak　 cameras

film　　　　 PMT 　　　　　　Framing 　 cameras

　 　 　 　 SSD

Fig．1　Schematic　of　the　data　acquisition 　system ．
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プラ ズ マ ・核 融 合学会誌 第73巻 第 1号 　 1997年 1 月

現 した．こ の ソ フ トは Windows や Macintosh な ど の 異

機 種 問 にお い て も違 和 感 な くフ ァ イル 転 送 や遠隔操作が

で きる よ うに 作 られ て い る．

　 データ収集 シ ス テ ム で は また，で きる だ け安価 で 簡単

に構築が で きる よ う考慮 し，GP−IB を使用 して い る ．例

えば 画像計測 の 多 くは CCD カ メ ラ の 画 像 データ ・コ ン

トロ ー
ラ を使 っ て 読み こ まれ ，GP −IB を介 して コ ン ピ

ュ
ー

タ と接続 され，データ収集 な ど の 制御が 行わ れ る ．

GP−IB は
一

台の コ ン ピ ュ
ー

タ で 複数の 計測器 を制 御 で き

るた め，異 な る種類の 計測器を同時 に制御可能で ある．

ソ フ トウ ェ ア は グ ラ フ ィ カ ル ・プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ソ フ ト

ウ ェ ア の LabVIEW （National　Instruments》を使 っ て 構

築 され，こ れ は ブ ロ ッ ク ・ダ イ ア グ ラ ム を用い て 視覚的

に プ ロ グラ ム が で きるた めプ ロ グ ラ ム構築が容易に で きる．

　計測 デ
ー

タは 制御用 コ ン ピュ
ータに よ りデータ転 送 さ

れ，パ ー
ソ ナ ル コ ン ピュ

ータ／ ワ
ー

クス テ
ー

シ ョ ン／汎

用 コ ン ピュ
ー

タ等 で 解析 され る．

4．4。3　デー
タ処理に よる高分解計測技術 の例

　前述 の よ うに 自動収集 され る データの 内で ， 特 に変則

的結 像 と画像 デ
ー

タ再生処理を用 い る こ とに よ り，通 常

の 方法 よ りも高 空 間分 解画 像が 得 られ る場合の 例 と して

中性子 半影 カ メ ラ ［4］を，ま た 高 時 問 分 解 画 像 が 得 られ

る例 と して マ ル チ イ メージ X 線 ス ト リ
ー

ク
・

カ メ ラ ［5］

を取 り上 げ る．

　 一
般 に硬 X 線 や 中性子 に対 して は，反射結像系を構成

す る こ とが 困 難で あ り，また 高空間分解 ピ ン ホー
ル 結像

系 で は 信号量 が不足 す るた め，空 間 分解 能 を低 下 させ ず

に直接 こ れ らの 手法で 高空 間分解結像 を得 る こ とは むず

か しい ．そ こ で ， 100ミク ロ ン程度の 爆縮燃料プ ラ ズマ

か ら発生 す る 中性子の 空 間分布 を測 定す るた め に ， 大 き

な 円形 開 口 に よ りその 半影像 を撮影 し，画像再 生処 瓔 に

よ り高空 聞分 解 で 本 来 の 二 次 元 画像 を得 る 手法 が 用 い ら

れ る ．得 られ る 半影像の ま まで は光 源 の 空 間分 布 は わ か

らな い が ， 画像再生 の た め の デ
ー

タ 処理 に よ りも との 空

間分布 を得 る こ とが で きる．半影 カ メ ラで は大 口径 の 開

凵 を用 い る た め，ピ ン ホー
ル 結像系の 場 合 よ りもは るか

に 大 きな信 号 量 を 期待 で きる．

　 Fig．2 （a）に半 影 コ ーデ ッ ド ・ア パ ーチ ャ 結像 の 原 理

を示す．光源の ・j
』
法 d よ り も大 き な 開 口 D で 結像 す る

と，投影面 （detector＞．ヒに，一
様強度 の 真影 の まわ りに

光 源 の 空 間 分布 の 情報 を 持つ 半影 （penumbra ）が で き

る．こ の 半影をデ コ ン ボル
ー

シ ョ ン 処理す れ ば もとの 光

源 の 強度 分 布 が 得 られ る．Fig．2 （b）は こ の 中性子半影

　 　 aperture

置三旨い一

　　　ピ
　 　 　 　 　 b

d8toctCt

司幽Ω
E」

lggltll1

　 　 　 　 　 〔a ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔b｝

Fig．2　Neutron　penumbral 　 camera ．（a｝ Principle　of 　 the

　 　 　 penumbral 　 imaging ，〔b〕aneutron 　 image 　 after 　 de −
　 　 　 convolution ，

カ メ ラ に よ り撮 影，再 生 され た 爆 縮 燃料 プ ラ ズマ 中 の

DT 核融 合 中性 子 発 生 強 度 分 布 で あ る．ア パ ーチ ャ
ーは

直径360ミ ク ロ ン，厚 さ6セ ン チ メ
ートル で 材質 は金，検

出器 は150G本の プ ラ ス チ ッ ク ・シ ン チ レータ ・ア レ イ，

こ の シ ョ ッ トで の 中性子発 生 数 は 5 × 1011個 で あ っ た．

像 再 生 に は 開 口 の 応 答 関 数 を用 い ，Wiener　filter法で

平滑化処理 を行 っ た．こ の デ
ータの 場 合 空 間分 解 能 は46

ミク ロ ン と な り，／20 ミ ク ロ ン 程度の 中性子発生 領域が

十 分 に空 間分 解で きて い る こ とが わ か る．

　爆縮 タ
ーゲ ッ トの 時聞分解二 次 元 X 線 画像 は，従 来 主

に ゲ
ー

ト型 マ イ ク ロ
・
チ ャ ン ネル プ レ

ー
トを用 い た X 線

フ レ ーミ ン グ ・カ メ ラ に よ り撮 影 さ れ て き た．X 線 フ

レ
ー

ミ ン グ ・カ メ ラ で 得 ら れ る 時問分解能 は約 80ピ コ

秒 ， 最近 開発 され た よ り高速型の もの で は 30ピコ 秒程度

で あ る．しか し，爆 縮 コ ア ・プ ラ ズ マ の 寿命 は 100ピ コ

秒程度の た め，そ の 間の 詳細 な時間変化を 分解 し て 計測

す る に は さ らに高 速 の 画 像 計測 技術 が 必 要 で あ る ．一方，

10 ピ コ 秒 以 下の 時聞分解能 を有す る画 像計測器 は ス ト

リーク ・カ メ ラ以外 に は ない が，通常の ス トリ
ー

ク
・
カ

メ ラの 使 用 法 で は 空間
・．．．．
炊 元 分解像の 時間変化 しか撮影

で きな い ．そ こ で ，マ ル チ イ メ
ージ X 線ス トリー

ク
・カ

メ ラ （MIXS ）法 に よ る デ
ー

タ取得 と画像再構成 の た め の

データ処 理 を応 用 した 超高時 間分 解二 次元 X 線画像 再 生

法が 開発 され た．

　Fig．3 （a ）
一
（c）に測定原理 を示す．カ ソ

ード ・
ス リ ッ ト

と θの 角度 を持っ た 等間 隔 ピ ン ホール ・
ア レ イに よ り，

2 次 元 画 像 をそ れ ぞ れ が上 下 方 向に異 な る場所を見て い

る 多数 の
一次元 画像 に 分 解結 像 し （a），ス トリー

ク
・
デ
ー

タ取 得 （b）後，コ ン ピュ
ータ 上 で 二 次元 画像再生処 理 （c）

を行 う．こ れ は
一
種 の 画像 サ ン プ リ ン グの 応用 で あ り，

こ れ に よ り高 時 間 分解 ス トリーク ・カ メ ラ との 組み 合わ

せ が 可能 とな る．実際の 爆縮 コ ア
・プ ラ ズ マ の 二 次 元 再

1．02
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4．4　 レ ー
ザ
ー

核 融合 での デ
ー

タ処埋

一一鍵
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o

羞
ト

↓
▼

lmage　1　 2　 3　 4　 5

（e）
　 　 　 ttt1 t＝t2
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噂

i驪 驪 團
Rg ．3 　Principle　 of　 the　 multi −lmage 　 X −ray 　 streak 　 camera

　　　〔MIXS）．〔a）Multlple　imaging 　of　 different　 vertical

　 　 　 positions　 of　 an 　 Qbjective 　 with 　 an 　 array 　of　pifiho［es
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　 　 　 procedure ．
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白神

生 X 線画像 の 例 を Fig．　4 に 示 す．各 コ マ の 露 光 時 間 は

11．7ピ コ 秒 ， 連 続 す る コ マ 問隔 は8．7ピ コ 秒，観測 X 線

エ ネ ル ギーは hv 一2，5− 4，9keV で あ る．コ ア ・プ ラ ズ

マ の 内部構造の 時間変化 が見 て取 れ る．こ の 手法 に よ り

時間 分 解能10ピ コ 秒 の 2 次 元 X 線 画像 を得 る こ とが 可 能

とな っ た．

　こ れ ら の データ処理 は
， 実験 時にパ ソ コ ン を経 て ワ

ー

ク ス テーシ ョ ン に データ 収集 され た 後，別途 ワ
ー

ク ス

テ
ー

シ ョ ン や パ ソ コ ン で 実行 さ れ，最終的に得 られ た結

果 は 実験 デ
ー

タ ベ ース ・シ ス テ ム に 登 録 され，研究 グ

ル ープ 内に 公 開 され 活用 され る ．

4．4．4 実験デー
タ ベ ー

ス ・シ ステム

　激光 XII号で の 爆縮実験 で は ，レー
ザー・データ，ター

ゲ ッ ト・デ
ー

タ，プ ラズ マ 計測 デ
ータ等，1 シ ョ ッ トあ

た り1000項 目以 上 の デ
ー

タ が 発 生 し，ひ とつ の 実験 シ

リ
ーズは 1 〜2 ヶ 月実施さ れ る．こ れ ら の データ を シ ョ

ッ ト単位 で 集中管理 す る た め ，
1987年以 来，実験 デ

ー
タ

ベ ー
ス

・シ ス テ ム を構築 し，運用 して きた．1996年 3 月

に ホ ス ト ・コ ン ピュ
ー

タが 更新 され た こ とに 伴 い ，デ
ー

タベ ー．ス ・シス テ ム は ワ
ー

クス テ
ー

シ ョ ン上 に移行 され た ，

　実験デ
ー

タ ベ ・一
ス ・シ ス テ ム の 概 要 を Fig．5 に示す．

実験 で 発 生 した各種 の データ は，滋 に パ ソ コ ン で 自動収

集 され，デ
ータ転送 サ ブ シ ス テ ム を用 い で データベ ース

上 に 自動的 に 転送 ・登録 さ れ る ［6］．転 送 に は FDDI ，
Ethernet を用 い て 構築 した LAN （通称 ILE−NET ） ［7］

を用 い て い る ，

　
一一

方 ，
こ こ 数年 の 間 にパ ソ コ ン 等の 性能向上 と と もに

実験 データ収集用 の 計測機器も進歩 し，画像デ
ー

タ が 急

激に 増加 し，また．1 つ の デ
ー

タ容量 も大 き くな っ て い る ．

最近 で は 先述 の MIXS 等で ，コ マ 撮 りの デ
ー

タ を動画

と して 表示す る 手法 も使 われ る よ うに な っ た ．こ れ らの

欟

靉 →

tLE・NET

蟹
　 　 　 　 OaTa　Storage．
　 　 　 　 Anelyses

　　 塾

Fig．4　Exampie　 of　 reconstructed 　time−reselved 　 X−ray 　im−

　 　 　 ages 　obtaiRed 　with 　MIXS 　 showing 　imploded　plasma ．
　 　 　 Relative　time 　is　indicated，

　攤

Datatransfer

瓢 1。

Da 抱 3已己rchDlspl
己y

・⇒ 變
蠱 鑾 ・

Fig．5　Schematic 　of　the 　ILE　experimental 　database 　system ．
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画 像 ・動画 データ の 検索 ・表示 に つ い て は，WWW を

用 い る こ と に よ り 可能 とな っ た ．WWW を用 い る メ リ

ッ トは，画像や 動画 が 扱 え る こ とだ け で な く，ク ラ イア

ン トの 機種が 制限 さ れ な い （Mac で も PC で もみ る こ と

が で き る），ワ
ークス テーシ ョ ン と パ ソ コ ン の 漢字 コ

ー

ドの 違 い もブ ラ ウ ザ が 自動認識 して 表示 す る た め 問題 に

な らな い ，そ して ，エ ン ド ・ユ ー
ザが 簡単に 操作 で きる

こ とな どで あ る．UNIX を中心 と した シ ス テ ム へ の 更新

に よ りデータ ベ ー
ス ・サーバ を ワ

ー
ク ス テ

ー
シ ョ ン 上 に

移植 し，WWW の ノ ウハ ウ を採 り入れ る こ とで ，画像
・

動画を含み か つ 表項 目や レ イ ア ウ トの 更 新 等が 容易な 実

験 データベ ー
ス を実現す る こ とが 可能 と な っ た．

　ハ
ード ウ ェ ア と し て は，サ

ー
バ に EWS4800 ／310PX ，

ク ラ イ ア ン トは PC98 ，　Macintosh な どの パ ソ コ ン ，また

は
， ワ

ーク ス テ ーシ ョ ン等で ，特 に 機種 に 依 存 せ ず，基

本的 に は ILE−NET に 接続 さ れ て い る マ シ ン 全 て で あ

る ．ソ フ トウ ェ ア と して ，サーバ の OS は UNIX，デー

タ ベ ース ・
ソ フ トは，Oracle7　Server，さ ら に，デ

ータ

の 検索 ・表示用 に WWW を用 い る た め，デ
ー

タ ベ ー
ス

と 連 携 す る フ リーソ フ ト の 「Oracle　WWW 　Interface

Kit」 と，　 WWW 標 準 の CGI （Co   mon 　Gateway 　Inter−

facc）機能を用 い て い る．　 WWW サ ーバ も ， データベ ー

ス
・サーバ ・マ シ ン ．辷で 動 か して い る ，WWW サ ーバ ・

ソ フ ト は ，ア ク セ ス 管 理 等 の 機能 の 而 で CERN の

httpd を 用 い た ．ク ラ イ ア ン ト側 の WWW ブ ラ ウ ザ ー

に は，ユ ーザーの 好 み に応 じた もの を用 い て い る ．

　例え ば レ
ーザ ー・データ は ， PC−9801に 自動収集 さ

れ た 後， 実験 ス ケ ジ ュ
ー

ル 管 理 サーバ ・
マ シ ン に PC−

NFS を用 い て 転 送 され た もの が，コ マ ン ド実行 の 凵時

を制御す る cron の 機能 を用 い て デ
ータベ ース ・サ ーバ

へ 自動転送 され る．データ の 形式 は，テ キ ス トの 数値 デ
ー

タで ，デ
ー

タ ベ ー
ス

・サーバ 上 に転 送 され る と，自動的

に 登 録 用 プ ロ グ ラム （C 言語で 作成）が 実行 され ， デー

タベ ース へ 登 録 され る．

　定 型 的な デ
ー

タ の 検 索 ・表 示 は，WWW で 行う．検

索 は，シ ョ ッ 1・番号や 登 録 され た タ
ーゲ ッ ト製作 番号 で

行 うが ， 実 験 シ リーズ名を選択す るだ けで ，その シ リー

ズ の シ ョ ッ ト番号
・
覧 を表示 し，

ユ ーザ は参照 した い シ

ョ ッ トを選択で き る よ うな 機能 も付加 して い る．レー

ザー・データ につ い て い えば，テ キ ス ト
・
デ
ー

タ そ の も

の だ け で な く，そ の 数値 データを元 にユ2本 の レーザ
ー

出

力エ ネル ギー
の バ ラ ン ス を FORTRAN で 計 算 させ

， そ

の 結果をテ キ ス トで 表示す る だ け で な く，レーダーチ

ャ
ート ・グ ラ フ に し，GIF フ ァ イル に 変換す る こ とに よ

黜

韈
W

蘓
讐欝

糶
鑼

．
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鸚
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Fig．6　Example　 of 　a 　WWW 　browser 　 eutput −laserdata

っ て，www 上 に 表示 して い る．　 Fig．6 に そ の 表示画

廁 の
．・例 を示 す．

　 デ
ー

タ ベ ー
ス と WWW を 連携す る こ と に よ り，機種

に依存せ ず ， 画像 も扱 え ，
ユ ーザ に も使 い やす い 実験 デ

ー

タ ベ ー
ス

・
シ ス テ ム と なっ て い る．ま た，実験 ス ケ ジ ュ

ー

ル と実 験 データ と を 同 じ ソ フ 1・で 見 る こ とが で きる な

ど，実験 に 関す る 情報管 理 の
一元化 が 可 能 とな っ た．ま

た ，
UNIX を中心 と した シ ス テ ム で ある た め ，デ

ー
タ

転 送 や 自動 処 理 ， 拡 張が 容易 に行え る よ うに な っ た．

4．4．5　おわ りに

　 大 阪大 学 レ ーザ ー核 融 合 研 究 セ ン ターに お け る データ

収集シ ス テ ム ，デ
ー

タ 処理 を用い た 高分解計測 の 例 ，お

よ び実 験 データベ ース ・シ ス テ ム に つ い て 概説 した．

デ
ータ処 理 に よ る 変則 的 データ取得法 の 応 用 を含 め，

レ
ー

ザ
ー
核融合 プ ラ ズ マ の 計測技術の 進歩は 著 し く，高

密度 に 圧 縮 され た 燃 料 プ ラ ズ マ の 時 間 的 ・空 間 的 構 造

と，核融合反応 を含 む 燃料 プ ラ ズ マ 性能 に 関す る実験

データが 得 られ る よ うに な っ て い る ［8，9］．また，デ
ー

タ収集 シス テ ム ，実験 データベ ース ・シス テム の 整備 に

よ り，実験に 関する 情報の
一．．・元 化 が 可 能 と な り，効 率 的

な実 験遂行 ・データ解析 に 大きく寄与 して い る．
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